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名　称名　称 予算額予算額 前年度比増減前年度比増減

国民健康保険事業特別会計 16億 8,347 万円 ▲ 7,563 万円

下水道事業特別会計 4億 7,298 万円 ▲ 3,245 万円

農業集落排水事業特別会計 9,538 万円 ▲ 75万円

介護保険事業特別会計 20億 4,872 万円 5,663 万円

後期高齢者医療特別会計 1億 9,472 万円 1,436 万円

113億4,900万円令和４年度
一般会計

前年比１. ８%の増加となりました

特別会計

厳
し
い
財
政
状
況

　
本
町
の
財
政
状
況
は
、
人
件
費
や

公
債
費
、
扶
助
費
を
含
め
た
義
務
的

経
費
が
依
然
と
し
て
高
水
準
に
あ
り

ま
す
。

　
一
方
、
最
大
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
は
、
社
会
保
障
関
係
費
の
伸
び

や
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

な
ど
で
膨
ら
む
自
治
体
の
財
政
需
要

に
対
応
し
、全
国
規
模
総
額
３・５
％

増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、
令

和
２
年
国
勢
調
査
人
口
の
減
少
に

よ
り
大
き
な
伸
び
は
期
待
で
き
な

い
状
況
で
す
。
ま
た
、
各
種
基
金

残
高
が
乏
し
く
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
中
長
期
的
な
財

政
見
通
し
の
下
、
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
町
財
政

の
健
全
な
運
営
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

依
存
財
源

自
主
財
源

歳入歳出

町税
12億7,654万円
（11.3％）

衛生費衛生費
18億2,363万円18億2,363万円
（16.1％）（16.1％）

総務費
24億6,311万円
（21.7％）

教育費教育費
9億8,253万円9億8,253万円
（8.7％）（8.7％）

民生費民生費
22億4,934万円22億4,934万円
（19.8％）（19.8％）

公債費公債費
13億6,702万円13億6,702万円
（12.0％）（12.0％）

農林水産業費農林水産業費
7億7億 311万円311万円
（6.2％）（6.2％）

消防費
3億4,940万円
（3.1％）

その他
3億3,774万円
（2.9％）

土木費土木費
10億7,312万円10億7,312万円
（9.5％）（9.5％）

諸収入、繰入金など諸収入、繰入金など
13億4,254万円13億4,254万円
（11.8％）（11.8％）

町債町債
13億6,500万円13億6,500万円
（12.0％）（12.0％）

国庫支出金国庫支出金
8億4,569万円8億4,569万円
（7.5％）（7.5％）

県支出金県支出金
7億3,841万円7億3,841万円
（6.5％）（6.5％）

地方消費税交付金など地方消費税交付金など
5億4,582万円5億4,582万円
（4.8％）（4.8％）

地方交付税
52億3,500万円
（46.1％）

町 の 予 算

２
年
ぶ
り
の
増
額
編
成

　
令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
も
、
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、
か

わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
掲
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
着

実
な
推
進
、
町
の
政
策
的
な
課
題

や
重
要
事
業
な
ど
を
最
大
限
盛
り

込
む
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
総

額
は
１
１
３
億
４
９
０
０
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
１・
８
％
の
増
と

な
る
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
特
別
会
計
を
含
め

た
普
通
会
計
の
総
予
算
額
は
、

１
６
５
億
９
７
９
万
円
で
、
前

年
度
比
０・
２
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　全国的な少子高齢化の流れの中で地方の著しい人口減少が続く昨今、活力
ある地域社会をつくり、持続性のあるまちづくりを推進していくことが本町
の課題となっています。
　町ではこれらの課題を解決するため、またこれからも持続的な発展を遂げ
るため、「かわにし未来ビジョン」「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基
づいて事業の推進を図っています。
　今回の特集は令和４年度の「町の仕事と予算」です。これから町が進んで
いく未来について、予算と主要施策の観点でご紹介します。

【写　真】
　上空から撮影した上小松の旧町役場・中央公民館周辺

【問合せ】
　◆予　　算　　町財政課　　　　☎４２－６６１１
　◆主要施策　　町まちづくり課　☎２７－１１３３

町町のの仕事仕事とと予算予算
特 集特 集

町報かわにし　2令和4年4月15日
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町 の 仕 事今年度の主要施策をご紹介します

にぎわいの場の創出
地域振興拠点施設整備事業

（4 億 7,826 万円）

　中心市街地のにぎわいづくりを図るため、町役場跡
地への地域振興拠点施設整備に向けた基本設計・実施
設計のほか、旧庁舎と中央公民館の解体工事等を行い
ます。

（担当：政策推進課）

公立置賜総合病院周辺を開発
メディカルタウン整備事業（8,907 万円）

メディカルタウン町道整備事業（4,000 万円）

　公立置賜総合病院周辺に都市的機能を整備する「メ
ディカルタウン」構想の具現化のため、宅地整備に係
る工事等を進めます。また、関連する町道１路線の整
備を進めます。

（担当：政策推進課・地域整備課）

住民サービス向上のために
ＤＸ推進事業

（7,831 万円）

　コンパクトで機能的な役場組織構築を目指し、ＲＰ
Ａ（ロボティック・プロセス・オートメーション）等
の最新技術の導入やＩＣＴを活用できる人材育成を行
い、業務の効率化や省力化を進めます。

（担当：総務課）

快適で住みよい交通のため
冬期交通確保事業（2 億 1,312 万円）

花丘町下小松線防雪柵設置事業（5,000 万円）

　冬期間の町道の交通を確保し、安全で便利な生活を
担保するため、道路の除排雪や防雪柵の設置、除雪機
械の点検整備、消雪設備の修繕を行います。

（担当：地域整備課）

「集まる」まちをつくる（ひとづくり）

「楽しい」まちをつくる（ちいきづくり）

「挑戦する」まちをつくる（しごとづくり）

出産・子育てを応援
出産支援給付金事業

（531 万円）

　新生児の誕生を祝い、子育て家
庭への家計支援のため、出産費用
の一部を新生児が出生した世帯へ
給付します。

（担当：健康子育て課）

教育環境づくり
小中学校教育コンピュータ

管理事業（2,601 万円）

　ＩＣＴ環境を整え、機器を活用
した学習に取り組み、学力向上と
ＩＣＴに適応できる人材の育成を
図ります。

（担当：教育文化課）

大学との連携交流
愛知大学交流事業

（534 万円）

　愛知大学との協定に基づき、交
流と人材育成を促進するため町内
に在住する学生の進学支援や奨学
金給付を行います。

（担当：まちづくり課）

自立した地域づくり
協働のまちづくり推進事業

（1,029 万円）

　協働のまちづくりを推進するた
め、各地区経営母体に対して交付
金を交付し、地域づくり活動を支
援します。

（担当：まちづくり課）

安全な交通対策
デマンド型乗合交通事業

（1,850 万円）

　町内どこでも乗り降りができる
デマンド型乗合交通を運行し、町
民の利便性向上や生活交通の確保
に努めます。

（担当：まちづくり課）

住まいへの支援
住宅建設支援事業
（2,090 万円）

　持家住宅のリフォーム等工事に
おいて、工事費の一部に対して支
援を行います。

（担当：地域整備課）

強い農業づくり
畜産共進会事業
（192 万円）

　飼養技術を後世に伝承し、県内
有数の家畜生産地との地位を確固
たるものにするため、第 12 回全
国和牛能力共進会出品牛等の造成
を支援します。（担当：産業振興課）

産学官金労言連携の推進
置賜農業高等学校連携推進事業

（68 万円）

　置賜農業高等学校との連携強化
を図りながら、学校の魅力向上に
つながる取り組みを支援します。

（担当：まちづくり課）

　全戸配布していた「町の仕事と
予算」は、令和２年度より町ホー
ムページへの公開のみとさせてい
ただいています。
　この特集では令和４年度の予算
と主要施策の概要を取り上げまし
たが、町ホームページに公開して
いる「町の仕事と予算」は詳細ま
で記載されているほか、町の補助
制度一覧もご紹介しています。ご
覧になりたい方は、町ホームペー
ジをご確認ください。
問町まちづくり課
☎２７－１１３３



町 街 まちのニュース 町 街 まちのニュース

3/22 マ イ マ イ ス ポ ー ツ ク ラ ブ

山形県地域スポーツ振興賞を受賞
　地域やスポーツ振興に貢献している総合型地域スポー
ツクラブなどに贈られる「地域スポーツ振興賞」をマイ
マイスポーツクラブ（吉島）が受賞しました。
　同クラブは平成１６年の設立以降、ＮＰО法人きらり
よしじまネットワークの教育部会として、児童の健康づ
くりや体力増進を担っているほか、高齢者の健康づくり
のため各種教室の企画・運営を行っています。

4/3 町 消 防 団 辞 令 交 付 式

町 の 安 全 と 安 心 を 目 指 し て
　町消防団辞令交付式は例年町中央公民館で行っていま
したが、町役場庁舎の移転に伴い、初めて新庁舎で行わ
れました。式典には、消防団員など約３０名が出席し、
新しく第 7 分団長に就任された若林英祐さん（吉田）を
はじめ 6 名の団員が代表して辞令を交付されました。
　式典終了後は、部長や機関員、新入団員などに分かれ、
それぞれ業務内容に関する研修会が行われました。

3/9 第 ６ ８ 回 Ｊ Ａ 青 年 の 主 張

佐藤悠さん（吉田）が最優秀賞
　ＪＡ山形おきたま川西地区青年部吉島地区の佐藤悠さ
ん（上写真右）が、今年２月２２日に行われた第６８回
ＪＡ全国青年大会（ＪＡ青年の主張）で１位にあたる最
優秀賞に輝く快挙を成し遂げました。
　佐藤さんは東京で就職後、東日本大震災を機に帰郷を
決意し、実家で就農しました。父親が経営する水稲と大
豆のほか、県立農林大学校で研修を積みながらハウスで
の夏秋イチゴにも挑戦し、枝豆の栽培と合わせて猛暑な
どに悪戦苦闘しながらも頑張っています。
　青年の主張では「未来につなぐ農業」と題し、健全経
営の見通しや販売戦略のほか、地域の農業者等の仲間た
ちと食農教育等を通じて地域農業を守る使命感を伝えま
した。山形県、そして東北・北海道ブロックを勝ち抜い
た佐藤さんは、全国６ブロックの代表とともに事前に収
録された動画で発表し、全国の青年部員約１, ５００人が
見届けました。
　３月９日には吉島地区支部長の和田悠さん（上写真左）
とともに町長に表敬訪問され、最優秀賞の喜びを報告い
ただきました。

3/18 い ぬ か わ わ ら 細 工 会 よ り

手 作 り の 猫 ち ぐ ら を 贈 呈
　ＪＲ羽前小松駅のねこ駅長「しょこら」にぜひ使って
ほしいと、主にしめ飾りや門松などをつくるいぬかわわ
ら細工会（髙橋正祐会長）が寝床に使える猫ちぐらを贈
りました。
　贈呈式では、直径４０ｃｍ・高さ３５ｃｍの猫ちぐら
にしょこらが勢いよく入り込んで、とても気に入った様
子でした。

4/10 吉 里 吉 里 忌 ２ ０ ２ ２

渡 辺 え り さ ん が 思 い 出 語 る
　本町出身の作家・劇作家 井上ひさしさんを偲ぶ「吉里
吉里忌」が開催され、約７００人もの井上ファンがフレ
ンドリープラザに集まりました。
　８回目を迎える今年は、劇作家・女優・歌手の渡辺え
りさんの講演が行われました。講演の中では、井上さん
との思い出話をユーモアたっぷりに語られ、会場は笑い
に包まれていました。

４/ ８ 町 内 各 小 学 校 で 入 学 式 開 催

小学校生活に胸躍らせる新入生
　吉島小学校では、４月８日に入学式が行われ、１７名
の児童が新たに仲間入りしました。式典では少し緊張し
ている様子でしたが、その後教室でのオリエンテーショ
ンではリラックスし、にっこりした笑顔が印象的でした。
　８日は町内の他の小学校でも入学式が行われ、全校合
わせて８７名が入学されました。新入生のみなさん、ご
入学おめでとうございます。

3/17 ㈱ジェイエイサービスおきたま様より

丸 椅 子 と シ ル バ ー カ ー を 寄 付
　やすらぎおきたま川西ホールで行われた人形供養祭の
供養料を町のために役立ててほしいと、㈱ジェイエイサー
ビスおきたま様より丸椅子１２脚とシルバーカー２台を
寄付いただきました。
　これらは町役場の窓口用として来庁される方々のため
に大切に使わせていただきます。関係者の皆様、誠にあ
りがとうございます。
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令和４年度　川 西 町 職 員 配 置
調
整
監　
大
滝
治
則
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務
課　
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長
（
大
滝
治
則
）

総
務
調
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主
幹　
鈴
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隆
（
再
任
用
）

行
政
管
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幹　
大
友
登
貴
子

　
総
務
主
査　
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地
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子
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大
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介
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課
付
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主
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小
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繁
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木
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川
崎
政
弘

ま
ち
づ
く
り
課　
課
長　
安
部
博
之

企
画
調
整
主
幹　
鈴
木　
玄

　
企
画
調
整
主
査　
嵐　
孝
久

　
主
事　
千
葉
有
生
子
、
大
河
原
綾
乃

地
域
交
流
主
幹　
梅
津
郭
文

　
地
域
振
興
主
査　
関
川　
守

　
交
流
主
査
（
梅
津
郭
文
）

　
主
任　
齋
藤
由
惟

　
主
事　
遠
藤　
渡
、
髙
橋
聡
太

政
策
推
進
課　
課
長　

 
遠
藤
準
一

政
策
推
進
主
幹　
鈴
木
優
徳

　
政
策
推
進
主
査　
佐
藤
朋
和

　
主
任　
渡
部
拓
也
（
県
か
ら
派
遣
）

地
方
創
生
主
幹　
色
摩
良
一

　
地
方
創
生
主
査　
齊
藤　
誠

　
主
事　
須
貝
健
斗

　
介
護
支
援
主
査　
一
條
恵
美

　
主
事　
橋
本
亜
里
沙

　
　
　
　
濱
田
あ
み

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
原
田
智
和
）

副
所
長
（
梶
山
由
美
）

包
括
支
援
専
門
員　
淀　
ひ
ろ
み

　
包
括
支
援
主
査　
推
名
志
保

　
社
会
福
祉
士　
井
上
一
稀
（
新
規
採
用
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
（
原
田
智
和
）

町
税
主
幹　
今
野
辰
也

　
住
民
税
主
査　
須
貝
真
奈
美

　
資
産
税
主
査　
米
野　
宏

　
主　
任　
髙
橋　
司

　
主　
事　
佐
田
宗
人
、
片
倉　
壮

　
主
事
補　
青
柳
朋
花

　
　
　
　
　
佐
藤
慶
太
（
新
規
採
用
）

収
納
主
幹　
安
藤
美
樹

　
収
納
主
査　
黒
澤
直
樹
、
寒
河
江
陽
子

　
主
事　
山
路　
茜

会
計
主
幹　
會
田
美
由
紀

　
出
納
主
査　
齋
藤
久
美
子

住
民
課　
課
長　
近　
祐
子

戸
籍
住
基
主
幹　
加
藤
元
康

　
戸
籍
住
基
主
査
（
加
藤
元
康
）

　
総
合
窓
口
主
査　
佐
藤
紀
子
（
再
任
用
）

　
主
事　
佐
田　
恵
、
猪
野
春
香
、

　
　
　
　
原
田
恭
兵

年
金
保
険
主
幹　
緒
形
成
美

　
年
金
保
険
主
査　
竹
田
紀
子

　
主　
事　
加
藤　
遥
、
宮
田
瑞
穂

　
主
事
補　
笠
原　
滉

環
境
主
幹　
井
上
明
子

　
環
境
衛
生
主
査
（
井
上
明
子
）

　
主
事　
髙
田
翔
汰

健
康
子
育
て
課　
課
長　
小
林
俊
一

健
康
子
育
て
調
整
主
幹　
鈴
木
浩
之（
再
任
用
）

健
康
主
幹　
井
上
道
子

　
健
康
主
査　
小
野
久
仁
子
、
岡
﨑
ま
き

　
医
療
主
査　
寒
河
江
哲
也

　
主
任
（
保
健
師
）　

吉
村
恵
美
子
、
齋
藤
美
咲

　
主
任
（
管
理
栄
養
士
）　

原　
美
沙
子

　
保
健
師　
黒
木
紫
帆

子
育
て
主
幹　
内
谷
浩
美

　
子
育
て
主
査　
伊
藤
聡
子

　
主
事　
田
口
実
加
子
、
髙
橋
拓
海

農
地
林
務
課　
課
長　
内
谷
新
悟

農
地
主
幹
（
内
谷
新
悟
）

　
農
地
主
査　
竹
田
智
弘

　
主　
任　
髙
橋
光
好
（
再
任
用
）、

　
　
　
　
　
玉
田
絵
里
子

　
主
事
補　
小
関
未
夢

農
村
林
務
主
幹　
五
十
嵐
義
文

　
農
村
主
査
（
五
十
嵐
義
文
）

　
林
務
主
査　
佐
々
木
伸
治

　
主
事　
髙
橋
昌
一
郎

地
域
整
備
課　
課
長　
奥
村
正
隆

建
設
管
理
主
幹　
大
河
原
孝
如

　
建
設
整
備
主
査　
後
藤　
毅

　
都
市
計
画
主
査　
伊
藤　
敦

　
道
路
管
理
主
査　
佐
々
木
満
樹

　
国
土
調
査
主
査　
山
田
耕
司

　
主
任　
江
袋
征
太
、
朽
木　
惇

上
下
水
道
調
整
主
幹　
吉
田
良
司（
再
任
用
）

　
上
水
道
主
査　
佐
々
木
裕
子

　
下
水
道
主
査　
髙
橋
利
幸

　
主
任　
高
橋
和
久
、
渡
部
達
朗

　
主
事　
塚
田
健
太
郎
、
長
澤
拓
斗
、

　
　
　
　
秋
葉
春
輝

議
会
事
務
局 

事
務
局
長 

大
友
勝
治

事
務
局
長
補
佐　
緒
形
信
彦
（
再
任
用
）

　
議
事
調
査
主
査
（
大
友
勝
治
）

　
主
査
（
中
山　
恵
）

監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
事
務
局
長
（
大
友
勝
治
）

事
務
局
長
補
佐
（
緒
形
信
彦
）　

　
監
査
主
査　
中
山　
恵

　
　
　
　
（
加
藤
元
康
）（
奥
村
大
祐
）

　
　
　
　
（
渡
部
浩
明
）（
平
田
一
則
）

　
　
　
　
（
菊
地
絵
梨
子
）（
関
川
麻
美
）

　
　
　
　
（
渡
部　
大
）（
淀
野
拓
也
）

　
　
　
　
（
鈴
木
健
久
朗
）（
髙
橋
知
希
）

　
　
　
　
（
相
羽　
洋
）（
小
形
悠
介
）

　
　
　
　
（
大
嶋
恭
平
）（
木
村
魁
誠
）

令
和
４
年
３
月
31
日
付
け
退
職
者

　
針
生　
富
雄
（
課
長
）

　
緒
形　
信
彦
（
局
長
）

　
髙
橋　
光
好
（
主
幹
）

　
齋
藤　
広
則
（
自
動
車
運
転
手
）

　
齋
藤
美
貴
子
（
所
長
）

　
主
査
（
保
育
士
）　

丹
野
小
織
、
島
貫
由
佳
里

　
主
任
（
保
育
士
）　

吉
田
玲
子
（
再
任
用
）

　
保
育
士　
渡
部
恵
子
、
竹
内
晴
美
、

　
　
　
　
　
伊
藤
友
恵
、
鈴
木
菜
帆
、

　
　
　
　
　
漆
山
沙
織
、
小
関
知
紘

　
調
理
師　
蔵
田
明
美
、
後
藤
久
美
子

【
玉
庭
へ
き
地
保
育
所
】

　
所
長
（
八
巻　
薫
）

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】 

　
所
長
（
小
林
俊
一
）

　
主
任
（
保
育
士
）　

小
方
恵
美
子
（
再
任
用
）

農
業
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
事
務
局
長
（
内
谷
新
悟
）

　
農
地
主
査
（
竹
田
智
弘
）　

　
職
員　
（
五
十
嵐
義
文
）（
佐
々
木
伸
治
）

　
　
　
　
（
髙
橋
光
好
）（
玉
田
絵
里
子
）

　
　
　
　
（
髙
橋
昌
一
郎
）（
小
関
未
夢
）

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
文
化
課　
課
長　
金
子
征
美

教
育
総
務
主
幹　
金
子
満
博

　
教
育
総
務
主
査　
皆
川
徳
子

　
教
育
施
設
主
査　
淀
野
芳
広
（
再
任
用
）

　
指
導
主
事　
後
藤　
聡
、
島
貫
裕
一

　
主
任　
平　
百
合

　
主
事　
木
村
謙
一

生
涯
学
習
主
幹　
田
中
和
広

　
生
涯
学
習
主
査　
神
尾
亜
希
之

小
学
校
・
中
学
校　

【
小
松
小
学
校
】

　
調
理
師　
神
保
美
由
紀
、
奥
村
千
枝
子
、

　
　
　
　
　
髙
橋
万
里
子

　
用
務
員　
笹
木　
誠

【
大
塚
小
学
校
】

　
調
理
師　
大
河
原
妙
子
、
平
田
あ
や
子

【
犬
川
小
学
校
】
調
理
師　
髙
橋
泰
子

【
吉
島
小
学
校
】

　
調
理
師　
小
林
美
紀
子
、
齋
藤
久
美

【
中
郡
小
学
校
】

　
調
理
師　
髙
橋
美
和
、
鈴
木
祐
子

【
玉
庭
小
学
校
】
調
理
師　
巻
田
千
香
子

【
川
西
中
学
校
】

　
調
理
師　
佐
藤　
恵
、
松
木　
泉
、

　
　
　
　
　
安
達
百
合

産
業
振
興
課　
課
長　
井
上
憲
也

農
業
企
画
主
幹　
佐
藤
賢
一

　
農
業
企
画
主
査　
髙
橋
陽
一

　
主　
事　
鈴
木
耕
司
、
宮
田
将
大

　
主
事
補　
大
内
朱
美

生
産
振
興
主
幹　
中
山
宗
隆

　
６
次
産
業
化
主
査
（
中
山
宗
隆
）

　
生
産
振
興
主
査　
小
形
崇
洋

　
主
任　
梅
津
智
史

　
主
事　
寒
河
江
桜
子
、
寒
河
江
一
満

商
工
観
光
主
幹　
齊
藤
敏
明

　
商
工
労
政
主
査　
孫
田
之
絵

　
観
光
主
査　
髙
橋
豊
文

　
主
事　
田
宮
悠
佑
、
加
藤
輝
美
、

　
　
　
　
伊
藤　
萌

　
文
化
振
興
・
生
涯
学
習
施
設
主
査

（
田
中
和
広
）

　
主
任　
鈴
木　
栄

　
主
事　
田
宮
枝
里
子

ス
ポ
ー
ツ
振
興
主
幹　
齋
藤
雅
美

町　
長　
原
田
俊
二

副
町
長　
山
口
俊
昭

教
育
長　
小
林
英
喜

幼
稚
園
・
保
育
所
・

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
美
郷
幼
稚
園
】
園
長　
大
河
原　
敦

　
副
園
長　
土
田
江
里
子

　
主
査
（
教
諭
）　

藤
田
江
里

　
教
諭　
安
部
加
奈
子
、
石
山　
愛

【
北
斗
幼
稚
園
】
園
長　
長
谷
川
千
秋

　
副
園
長　
梅
津　
泉

　
主
任
（
教
諭
）　

星
野
真
紀
、
井
上
千
穂

　
教
諭　
前
司
美
穂

【
小
松
保
育
所
】
所
長　
八
巻　
薫

　
副
所
長　
須
貝
真
希

会
計
管
理
者　
有
坂
強
志

税
務
会
計
課　
課
長
（
有
坂
強
志
）

福
祉
介
護
課　
課
長　
原
田
智
和

福
祉
主
幹　
髙
橋
和
恵

　
福
祉
主
査　
平
山
敦
子

　
主　
任　
鷲
尾　
優
、
小
林
善
久

　
主　
事　
情
野
紗
季

　
主
事
補　
板
垣
茉
侑

介
護
主
幹　
梶
山
由
美

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
書
記
長
（
大
滝
治
則
）

書
記
長
補
佐
（
大
友
登
貴
子
）　

　
書
記　
五
雲
寺　
良
（
鈴
木
清
隆
）

　
　
　
　
（
伊
藤
勝
彦
）（
前
山
律
雄
）

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
主
査
（
齋
藤
雅
美
）

　
主
事　
寒
河
江
璃
矩

中
央
公
民
館
館
長
（
金
子
征
美
）

川
西
町
交
流
館
館
長
（
金
子
征
美
）

埋
蔵
文
化
財
資
料
展
示
館

　
　
　
　
　
　
　
　
館
長
（
金
子
征
美
）



ま ち か ら の お 知 ら せ
town information

町報かわにし　1011　町報かわにし 令和4年4月15日 令和4年4月15日

　町の防災情報を確実にキャッチするために
　　　 　　　　　　　　　　　　　問町安全安心課　☎４２－６６１２

場所 窓口 課等名 グループ等 直通電話 主な業務
３階 ― 議会事務局・監査委員事務局 42-6674 町議会、監査

２階

９
総務課

選挙管理委員会

行政管理 42-6610
42-6689

人事、組織、給与、研修、福利厚生、法令、文書、褒章、秘書、
行財政改革、指定管理者制度、選挙

情報統計 42-6695 ＤＸ（情報化施策）、電算管理、広報広聴、統計調査

安全安心課
危機管理 42-6612 危機管理、防災、自主防災、常備消防、非常備消防
生活安全 42-6616 交通安全、防犯、自衛隊、空き家対策、消費生活相談窓口

８
財政課

財政 42-6611 予算編成、財政運営全般

契約管財 42-6651 入札・検査、指名参加業者登録、財産管理、庁舎管理、物品購入、
町有土地建物管理、登記、法定外公共物

まちづくり課
企画調整 27-1133 総合企画、広域行政、各種計画、土地利用、総合交通、ＳＤＧｓ

地域交流 42-6613 地域づくり、自治会、地区交流センター、移住定住、空き家バンク、
男女共同参画、地域おこし協力隊、地縁団体

７ 政策推進課
政策推進

42-6604
地域振興拠点施設整備、再生可能エネルギー導入推進計画策定

地方創生 メディカルタウン整備、企業誘致、土地開発公社

６

地域整備課
建設管理 42-6647 道路・橋梁、除雪、河川、都市計画、公園、町営住宅
上水道 42-6653 上水道
下水道 42-6657 下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽

教育委員会
教育文化課

教育総務 42-6659 学校教育、学校保健、教育相談、教育施設管理、
放課後子どもプラン、コミュニティスクール

生涯学習 27-1166 生涯学習、社会教育、フレンドリープラザ、芸術文化、文化財、
交流館あいぱる、埋蔵文化財資料展示館

スポーツ振興 27-1169 生涯スポーツ、町民総合体育館

１階

５ 税務会計課

住民税 42-6622 町税など（町県民税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、
後期高齢者医療保険料）の賦課、所得申告に係る相談、所得関係証明

資産税 42-6624 固定資産税、都市計画税に係る調査及び賦課、資産関係証明
収納 42-6634 町税・税外収入の収納、納税相談、納税関係証明
会計 42-6658 会計管理、出納業務、決算調整

４ 農地林務課
農業委員会事務局

農地 42-6605 農業委員会、農地の貸借・転用、農業者年金、農地の諸手続き
農村林務 42-6646 農村整備、林業、緑化推進、鳥獣保護・被害対策

３ 産業振興課

農業企画 42-6642 水田農業、認定農業者、農業経営、制度融資、新規就農支援
６次産業化 42-6696 ６次産業化推進、特産品開発
生産振興 42-6641 畜産、園芸、生産物安全、地産地消、産地づくり
商工労政 42-6645 商工業振興、勤労者対策、創業・起業支援、ふるさと納税

観光 42-6668 観光振興、ダリヤ園、浴浴センター、パークゴルフ場

２ 住民課
戸籍住基 42-6615 総合窓口、戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、マイナンバーカード、

人権擁護、外国人在留関連事務
年金保険 42-2114 国民年金、国民健康保険、後期高齢者医療保険、福祉医療

環境 42-6618 環境、衛生、廃棄物処理、狂犬病、衛生組織連合会

１
福祉介護課

福祉 42-6635 地域福祉、障がい者（児）福祉、高齢者福祉、日本赤十字、健康福祉センター

介護 42-6638 介護保険、介護地域支援、高齢者総合相談、介護保険申請、
介護予防、地域包括支援センター

健康子育て課
健康 42-6640 各種検診、母子保健、予防接種、栄養・食育、健康づくり、

生きがい交流館

子育て 42-6671 子育て支援、幼稚園、保育所、子育て支援センター、ひとり親支援、
児童福祉

【ＦＡＸ番号一覧】
　●総務課・選挙管理委員会・安全安心課・財政課・税務会計課　42-2724　　　●地域整備課　42-3800
　●まちづくり課・政策推進課　　42-2110　　　●教育文化課　42-3159　　　●議会事務局・監査委員事務局　27-1131　
　●産業振興課・農地林務課　　　42-2600　　　●住民課・福祉介護課・健康子育て課　42-6614

　各課等の業務と電話番号をお知らせします
　　　 　　　　　　　　　　　　　　問町総務課　☎４２－６６１０

■ ４月２１日から一斉情報配信システムを導入します

　町ではこれまでの防災情報の発信を効果的か
つ効率的に実施できるよう見直しを図り、４月
２１日㈭から一斉情報配信システムを導入する
こととしました。
　このことにより、気象庁や消防庁が発表する
情報の数々が町の一斉情報配信システムを経由
し、お手元のスマートフォンに入っているメー
ル機能や様々なＳＮＳなどの幅広いメディアに
素早く配信することが可能となり、たくさんの
町民の方々に情報を伝えられることが期待され
ます。
　この機会に、町公式ＳＮＳ（フェイスブック・
ＬＩＮＥ）や登録制メールに登録くださるよう
お願いします。

町役場

登録制メール

電話・ＦＡＸ
※随時連携予定

Ｆａｃｅｂｏｏｋ

緊急速報・
エリアメール

町ホームページ

一斉情報配信

システム

屋外スピーカー

屋内戸別受信機

Ｙａｈｏｏ!防災速報
※随時連携予定

操作ＰＣ
（手動配信）

ＬＩＮＥ

消防庁

Ｊ－ＡＬＥＲＴ
（自動配信）

気象庁

気象情報
（自動配信）

【イメージ図】

■ 屋内戸別受信機を無償貸与しています

　屋内戸別受信機とは、防災行政無線からの音声情報を自動で読み上げる
屋内機器です。
　防災情報などを町内各所に設置している屋外スピーカーで放送していま
すが、音が聞こえにくい場合があります。屋内戸別受信機を建物の中に置
くことで、緊急時の放送内容をはっきりと聞きとることができます。
　台数に限りがあるため、町内公共等施設や高齢者等の避難行動要支援者
等を優先に順次導入を進めていきます。

■ メール・ＳＮＳの登録をお願いします

①登録制メール
　４月２１日㈭より、「登録制メール」配信サービスが
新しくなります。従来の「登録制メール」は４月２０
日㈬で廃止となりますので、再登録くださるようお願
いします。

【登録方法】
　１　下のアドレスに空メールを送信
　　　bousai-touroku.yamagata-kawanishi-town@
　　　raiden2.ktaiwork.jp
　２　下のアドレスから仮登録メールが送られてくる。
　　　jalert@town.kawanishi.yamagata.jp
　３　仮登録メール本文の URL から本登録

②町公式ＬＩＮＥ
③町公式フェイスブック
④ Yahoo! 防災速報（アプリ）
※下のＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、
　登録制メールや町公式ＳＮＳの登録、アプリのダウ
　ンロードができます。

①　　　　　②　　　　　③　　　　　④

Yahoo! 防災速報町公式ＦＢ町公式ＬＩＮＥ登録制メール
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　公共交通（バス）をぜひご利用ください
　　　 　　　　　　　　　　　　問町まちづくり課　☎２７－１１３３

　町内を運行する山交バス㈱の小松米沢路線のダイヤが３月１９日に改正されました。
●主な経由地　川西診療所、小松駅前、川西町役場・プラザ前、中郡、イオン米沢前、市立病院前、米沢駅前
●運行日・本数　平日６便（上り下り各３便・休日運行なし）

●バス停・ルート

■ ３月１９日に小松米沢路線のダイヤが改正

上り
（川西診療所→米沢駅）

下り
（米沢営業所→川西診療所）

9：20 発→ 10：05 着 8：10 発→ 8：58 着
13：20 発→ 14：05 着 12：05 発→ 12：53 着
16：30 発→ 17：15 着 15：15 発→ 16：03 着

■ 地域連携ＩＣカード「チェリカ」が５月１４日からサービス開始
　山形県内の路線バスなどでＩＣカードによるキャッシュレス決済が一斉に始まります。整理券や現金が不要になり、
カードでタッチするだけで簡単に乗り降りが可能です。
　町内を運行する山交バスでもチェリカが使えます。キャッシュレスで気軽にバスでお出かけしてみませんか？この
機会にぜひバスをご利用ください！
　チェリカの詳細は、山交バス㈱または庄内交通㈱のホームページをご覧ください。

▶
山
交
バ
ス
㈱
の
チ
ェ
リ
カ

▶
庄
内
交
通
㈱
の
チ
ェ
リ
カ

　ご存じですか？ 受けられる各種手当
　　　 問町健康子育て課（①②）　☎４２－６６７１　町福祉介護課（③④⑤）　☎４２－６６３５

①　児 童 手 当
●対象者
　中学校修了前の児童を養育している方
●月額
　◇３歳未満　　　　　１５，０００円
　◇３歳～小学生
　　（第１子・第２子）　１０，０００円
　　（第３子以降）　　　１５，０００円
　◇中学生　　　　　　１０，０００円
●支給月
　２月・６月・１０月
●継続審査
　原則令和４年度から現況届の提出廃止。ただし、児童
と別居している、または配偶者からの暴力等で川西町に
住所がない方は現況届が必要になります。
●その他
　①所得上限額を超えている方は手当の受給対象から外
　　れます。
　②公務員は各事業所より支給されます。
　③出生・転入の際は１５日以内に申請してください。

②　児 童 扶 養 手 当
●対象者
　所得要件を満たす１８歳（障がい児は２０歳）までの児童が
いるひとり親や、一定の障がいのある配偶者がいる家庭など。
詳細はお問い合わせください。
●月額　※金額は所得額により異なります

　①児童が１人の場合
　　１０，１６０円～４３，０７０円
　②児童が２人の場合
　　１５，２５０円～５３，２４０円
　③児童が３人以上の場合（②に加算）

　　　３，０５０円～　６，１００円（１人あたり）

●支給月
　１月・３月・５月・７月・９月・１１月
●継続審査
　毎年８月に現況届の提出が必要。
●その他
　父子家庭の方も受給可能。また、配偶者からの暴力（Ｄ
Ｖ）で「裁判所からの保護命令」が出された場合にも受
給できます。

③　特 別 児 童 扶 養 手 当
●対象者：精神または身体、知的に障がいがある２０歳
　未満の障がい児を家庭で養育する方
●月額（児童１人あたり）

　１級：５２，４００円
　２級：３４，９００円
●支給月：４月・８月・１１月
●継続審査：毎年８～９月に所得状況届の提出が必要。
●その他：受給資格者や同居する親族の所得によって支
　給が制限される場合があります。また、児童が福祉施
　設に入所している場合は受給不可。

④　障 害 児 福 祉 手 当
●対象者：精神または身体、知的に重度の障がいがある
　ため日常生活において常時介護を要する状態にある在
　宅の２０歳未満の障がい児
●月額：１４，８５０円
●支給月：２月・５月・８月・１１月
●継続審査：毎年８～９月に現況届の提出が必要。
●その他：受給資格者や同居する親族の所得によって支
　給が制限される場合があります。また、児童が福祉施
　設に入所している場合は受給不可。

⑤　特 別 障 害 者 手 当
●対象者：精神または身体、知的に重度の障がいがある
　ため日常生活において常時介護を要する状態にある在
　宅の２０歳以上の障がい者
●月額：２７，３００円
●支給月：２月・５月・８月・１１月
●継続審査：毎年８～９月に現況届の提出が必要。
●その他：受給資格者や同居する親族の所得によって支
　給制限があります。施設入所者や３か月以上継続して
　入院されている方は該当しません。
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　町内事業者等の取り組みを応援します！
　　　　　　　　　　　　　　　　問町産業振興課　☎４２－６６４５

積極的に事業を拡大したい！

中小企業チャレンジ支援事業補助金
●対象者　町内に事務所または事業所を有する中小企業
　や小規模事業者
●内容
①ハード事業
　対象事業　：新たな製品・商品の開発生産等に必要な
　　　　　　　ハード整備（取得価格１０万円以上） 
　補助金額　：補助対象経費の１／３以内
　補助上限額：１００万円
②ソフト事業
　対象事業　：広報費、展示会等出展費、採用活動費など
　補助金額　：補助対象経費の１／２以内
　補助上限額：５０万円
●募集期限　５月３１日㈫

６次産業化に取り組みたい！

６次産業化支援事業補助金
●対象者
　農業者、商工業者および各事業者が組織する団体
●内容
①ハード面
　農産物加工施設・農村レストランの整備など
②ソフト面
　新商品開発、販路開拓など
●補助金額：補助対象経費の１／２以内
●補助上限額：２０～５０万円

資格を取得して、スキルを磨きたい！

資格等取得支援事業補助金
●対象者　町内の求職者、勤労者、事業所（事業所から
　の申請は年度内３人まで）
●内容　令和４年度中に取得した、国家資格や民間資格
　等（技能講習等含む）の費用のうち、対象経費の一部
　を補助。
※普通自動車一種免許・二輪免許等は対象外。
●対象経費　受講料、教材費、受験料、資格登録料など
●補助金額　対象経費の１／２以内
●補助上限額　１人５万円

創業を検討中…

創業促進事業補助金
●対象者　令和４年度以降に町内で創業する者
●対象経費
　店舗取得費・改修費、広報費、採用活動費など
●補助金額　補助対象経費の２／３以内
●補助上限額　５０万円
●募集期限　５月３１日㈫

創業・新分野進出のための融資を受けたら…

創業支援利子補給補助金
●対象者
　町内に事業所がある方または町内で創業する方で、金
融機関から創業や新分野進出等を行うための融資（返済
期間が１年以上）を受けた方。
●利子補給額
　年利１. ０% 以内相当額を３年間まで補助
●補助上限額　３年間で１５万円まで
　※原則、１事業所につき１回のみ補助。

町内に工場を設置したい！

工場設置奨励金
●対象者
　下記の基準を満たし、川西町工場設置奨励条例に基づ
いた指定を受けた工場等。
①常時使用する従業者数が５人以上であること。
②投下固定資産額１，５００万円以上であること。
●内容
　指定を受けた工場等に対し課税される固定資産税に相
当する額を奨励金として交付。
　※工場の新設は３年間、拡充は２年間まで。

チ ャ レ ン ジ ボ イ ス ～ 補 助 金 の 活 用 事 例 ～

　町では、平成２８年に「川西町中小企業・小規模事業者振興条例」を制定し、振興に向けた様々な施策を展開し
ています。今回は、令和元年度に「中小企業チャレンジ支援事業補助金」を活用された㈱長沢建設 代表取締役 長澤
武さんと、令和３年度に「創業促進事業補助金」を活用し創業された、時田解体 藤巻吉士郎さんにお話をお聞きし
ました。

　01　ロボット導入で生産性向上！　　（中小企業チャレンジ支援事業補助金）
㈱長沢建設（上小松）　代表取締役　長澤  武  さん　☎４２－４１５５　

●ケガキロボット導入のきっかけ
　当社は建築鉄骨製作工場を持つ会社であることが一番の特徴です。鉄骨梁を
製作するには、加工指示書に基づき、位置などを実際の鉄骨梁に書き写す作業

（ケガキ）が必要になります。ケガキ作業は経験を積んだ従業員しかできず、し
かも手作業で行っていたため、時間のかかる工程というのが課題でした。課題
解決のため町商工会からの情報提供を受け町の補助金を活用し、ケガキロボッ
トを導入することにしました。
●導入後の変化
　ケガキロボットは、データを読み込ませ、鉄骨梁にセットすれば自動で動き
ケガキをしてくれます。経験の浅い従業員でも、早く正確にケガキができるよ
うになり、ミス・ロスの削減、労働力不足の改善による生産性の向上につなが
りました。また、ベテラン従業員による、経験の浅い従業員に対する技術指導
を行う時間ができたことは良かったことです。
●今後の展望

　02　地域で増える空き家対策のために　　（創業支援事業補助金）
時田解体（時田）　藤巻  吉士郎  さん　☎４２－２５７５　

●創業しようと思ったきっかけ
　空き家が増える状況に「なんとかならないか」という話が町の懇談会の
ときに出ました。年齢的にも今更と思っていたのですが、２年前に試しに
やってみようと思いました。まず必要な資格の試験勉強から始まりました。
●創業促進事業補助金を活用
　補助金の情報は町報で知りました。問い合せたところ、特定創業支援事
業の連携者である川西町商工会を紹介されました。事業経験がない中、町
商工会からのサポートを受け創業し、町の補助金は、解体工事業で必要な
機械や工具の購入と新聞や町報の広報掲載費用に活用しました。
●創業後の事業と今後
　初事業として、秋に物置と作業小屋の仕事をさせて頂きました。解体工事とはどのようなものか知ることができ、
依頼して下さった方に感謝しています。経験のないことをやるのは、甘いものではないことも思い知らされましたが、
もう逃げられないので体力と気力のある限り進めたいと思います。
　空き家に限らず解体工事は、いかに安くだけでなく家財の整理や処分、土地について、相談にのれるよう制度の
知識や資格が必要だと思っています。儲けようという気持ちはありませんが、損失を出しながら続けることはでき
ません。ここ 1 ～ 2 年の事業状況にかかっているので、しばらくは開店バーゲンセールを覚悟しています。

　建設業のキツイ、危険などのイメージを払拭し、若い世代や女性が活躍できる職場を目指しています。これまで
と同様の働き方では新規採用は難しいと感じているので、選ばれるため魅力的な企業になることが必要だと思いま
す。社員が働きがい（やりがい＋生きがい）を持てる会社、辞めたくない会社を目指します。

▲代表を務める藤巻吉士郎さん

▲導入されたケガキロボット

▲ケガキの CAD データ作成作業
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監査結果を公表します

●監査の種類　法令・条例に基づく
　定例監査および指定管理者監査
●監査執行期日・監査対象課
◇定例監査
　２月１７日～２５日
　地域整備課、農地林務課、
　産業振興課
◇指定管理者監査
　１月２１日～２６日
　（特非）遅筆堂文庫プロジェクト、
　東沢地区協働のまちづくり推進会
　議、（一社）川西町スポーツ協会、
　㈲川西葬祭社、玉庭地区交流セン
　ター四方山館
●監査委員の氏名
　島貫憲明、吉村徹
●監査対象事項
◇定例監査
　主として令和３年度における財務
に関する事務の執行に関する事項他
◇指定管理者監査
　令和２年度に執行された公の施設
の管理、会計処理等に関する事務、
指定管理者の選定方法及び協定書の
締結内容
●監査の結果　監査対象事項におい
　て、適正に処理されていた。
問監査委員事務局
☎４２－６６７４

　グーグルマップ上に川西町ぶらり
マップ「KAWANISHI GO !」がで
きました。
　これは、町内の観光地や飲食店、
その他様々なおすすめ施設をご紹介
するマップで、マップ上のカラフル
なピンから気になった場所をタップ
すると、その場所の紹介記事を見る
ことができます。
　下のＱＲコードを読み取り、ぜひ
ご覧ください。
問町産業振興課　
☎４２－６６６８

川西町ぶらりマップ
KAWANISHI GO ! が完成
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　新築・リフォームへの補助　今年度分の受付を開始
　　　　　　　　　　　　　　　　問町地域整備課　☎４２－６６４７

 住宅の新築・リフォーム工事を支援します

●補助金名　川西町住宅建設支援事業補助金
●対象者（すべてを満たす方）
　◇住宅の新築やリフォーム工事を行う方
　◇町内業者と契約する方
　　（県補助金を含む場合は、県内業者と契約する方）
　◇他の制度による補助金等を受けていない方
　◇工事費１０万円以上の工事を行う方
　◇補助金交付決定後に契約する方
　◇令和５年２月１５日までに工事が完成する方
　◇市町村税の滞納がない方
●補助内容
①町補助
　工事費の１／５（上限１０万円）
　※空き家バンク登録住宅の場合、上限３０万円
　※置賜産木材３㎥以上使用の場合、上限２０万円

 若者夫婦世帯などの移住定住を支援します

●補助金名
　川西町若者定住住宅支援事業補助金
●対象者（すべてを満たす方）
　◇定住の意思をもって本町に住宅を取得する方
　◇補助金交付決定後に住宅の建築を着工する方または
　　中古住宅の売買契約をする方
　◇令和５年３月３１日までに住宅を取得する方
　◇町が交付する住宅取得に関する他の補助金を受けて
　　いない方
　◇公共事業による移転補償を伴う住宅取得でない方
　◇市町村税の滞納がない方
●補助内容
①基本額　２０万円
②加算額
　◇若者世帯（夫または妻が満４９歳以下）…１０万円
　◇義務教育終了前の子を養育し同居…１０万円
　◇三世代同居…１０万円

②町・県補助
　工事費の１／５（上限２４万円）
　※移住・新婚・子育て世帯の場合、工事費の１／３
　　（上限３０万円）

町と県の補助を受けて工事費が
１３０万円のリフォーム工事を行う場合

●補助内容②に該当
　工事費１３０万円　×　補助率１／５
　　　　　　　　　　　　　　　＝　２６万円

→ 補助金額は２４万円（上限）

　◇町外転入世帯を含む場合…１０万円
　◇町内業者と契約して住宅取得…１０万円
※補助金額は、住宅取得費用の１／２または上記金額の
　合計のうち低い額とする。

若者夫婦世帯（夫婦と小学生）が
町内業者と契約して新築工事を行う場合

●基本額　２０万円　　●加算額　３０万円
（内訳）若者世帯　　　　　　　　　　　　１０万円

義務教育終了前の子を養育し同居　１０万円
（内訳）町内業者と契約して住宅取得　　　１０万円

→ 補助金額は５０万円

　住環境整備と関連業界の振興を図るため、工事費用の一部を支援します。

　本町に定住する意思をもって町内に住宅を取得する方に、工事費の一部を支援します。

　課税されている土地や建物をお持
ちの方が他の土地や建物の価格と比
較し、適正かを判断いただくのが「縦
覧・閲覧制度」です。
●期間：５月３１日㈫まで
　　　　※土日祝除く
●時間：９：００～１７：００
●場所：町役場税務会計課
●ご覧いただける方
①縦覧：令和３年度（賦課期日が令
　和４年１月１日）に、本町に課税
　されている土地や建物を所有する
　納税者
②閲覧：土地・家屋・償却資産の納
　税義務者、借地・借家人など
●ご覧いただける内容
①縦覧：土地（所在、地番、地目、地積、価格）

　と家屋（所在、家屋番号、種類、構造、床

　面積、価格）

②閲覧：所有する資産の課税台帳、
　賃貸借契約等の資産の課税台帳
●持ち物
　印鑑、写真付の本人確認書類
　委任状（委任された方のみ）
●手数料
①縦覧：無料
②閲覧：無料（縦覧期間中）
問町税務会計課　☎４２－６６２４

固定資産の縦覧・閲覧制度

新 た な 教 育 長 と 代 表 監 査 委 員 を 紹 介 し ま す

●小林英喜さん（上小松）が教育長に
　３期１０年にわたり教育長を務められた小
野庄士さん（米沢市）の退任に伴い、４月１
日付で小林英喜さんが新たに就任しました。
任期は令和７年３月３１日までの３年間です。
●嶋貫榮次さん（上小松）が代表監査委員に
　３期１２年にわたり代表監査委員を務めら
れた島貫憲明さん（洲島）の退任に伴い、３
月１８日付で嶋貫榮次さんが新たに就任しま
した。任期は令和８年３月１７日までの４年
間です。

教育長

小林 英喜 さん（上小松）
代表監査委員

嶋貫 榮次 さん（上小松）
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問町まちづくり課　☎４２－６６１３

空き家利活用のご相談は

川西町空き家バンク まで

成約 50 件（令和4年3月末）

登録累計 70 件のうち ▶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
チ
ェ
ッ
ク
！

●５月の無料相談
内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

行  政  相  談 5/18 ㈬
13：30 ～ 15：30

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民課
☎ ４２－６６１5

幼児ことばの
相談室 5/16 ㈪　午前中 町子育て支援

センター
町健康子育て課
☎ ４２－６６71

きらきら親子
相談（要事前予約）

5/26 ㈭
13：30 ～ 15：30

町子育て支援
センター

町健康子育て課
☎ ４２－６６４０

心配ごと相談 毎週水曜日
13：30 ～ 16：00

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

法  律  相  談
（要事前予約）

5/19 ㈭
13：00 ～ 16：00

米沢地区勤労者
福祉会館（米沢市）

米沢地区勤労者福祉協会
☎ ２１－５２５０

４月の町税等
●軽自動車税　　　　　　（全期）
●上下水道使用料　（３月概算分）

口座振替日　４月２８日㈭
納付期限　　５月　２日㈪

　農地利用最適化推進委員は吉島地
区で１名欠員が生じていましたが、
このたび小沼善成さん（洲島）に委
嘱しました。
　任期は令和４年３月２４日～令和
５年３月１８日で、今後主に洲島地
内での農地調整活動に取り組んでい
ただきます。
問町農地林務課
☎４２－６６０５

新たに１名を農地利用
最適化推進委員に委嘱

小沼  善成  さん    （洲島）

広報モニターを募集中

　町の情報発信に対するご意見をい
ただく「広報モニター」を募集しま
す。町の広報をより良いものにする
ため、ご意見をお聞かせください。
●任期　令和６年３月まで
●対象　町内在住・在勤で、以下の
　いずれかに合致する方を特に歓迎
　します。
　①女性
　②本町に移住された方
　③２０～３０歳の方
●活動内容
　町の広報活動（町報・ホームペー
ジ・ＳＮＳなど）への意見など。年
２回の会議に出席いただきます。
●募集人数　若干名
●応募期限　５月１３日㈮まで町総
　務課にお電話ください。
問町総務課　☎４２－６６９５

　このたび、町園芸振興協議会が主
体となり、「川西町で農業を始める
なら」というテーマで地域おこし協
力隊農業研修生制度や農業研修生О
Ｂの体験談をまとめたＰＲ動画を作
成しました。
　町公式ユーチューブにアップして
いますので、下のＱＲコードを読み
取りぜひご覧ください。
問町産業振興課　
☎４２－６６４２

新規就農希望者向け
ＰＲ動画を作成

▲町公式ユーチューブにアップしている
　ＰＲ動画のサムネイル画像
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●検針日
○大塚・犬川・中郡・吉島地区　　
　５月１５日㈰～２０日㈮
○小松・玉庭・東沢地区　　　　　
　５月２５日㈬～３０日㈪
●お願い
①円滑に検針を行うため、メーター
　ボックスの上や周辺に物を置いた
　り、近くに犬をつないだりしない
　ようご協力をお願いします。
②４月分の水道料金は概算料金でお
　支払いただき、５月の検針にて冬
　期間の料金の精算をします。
③漏水やメーターボックス・バルブ
　の破損等が見つかった場合は使用
　者負担で修理することになります。
　その際は町給水工事指定店へ修理
　依頼をお願いします。ただし、メー
　ター器本体の破損や止水栓本体か
　らの漏水は、町地域整備課までご
　連絡ください。
●冬期水道料金の精算方法
　前年１１月検針日から５月検針日
までの使用水量を６か月間で平均し
た水量で１２月から５月分の料金を
再計算します。
　４月分までの概算料金を差し引い
た金額が５月分の精算料金となり、
６月に請求します。
　精算料金より、概算料金で納付い
ただいた金額のほうが多い場合は、
６月分以降の料金に充てさせていた
だきます。
問町地域整備課
☎４２－６６５３

水道メーター検針を
再開します

　お庭にダリアを植えてガーデニン
グを楽しみませんか？
　芽出し済みですぐに植え付けでき
る球根を販売します。花の写真を見
ながらお気に入りの品種をお選びく
ださい。
●日時　５月１３日㈮～１５日㈰
　　　　９：３０～１６：００
●場所　かわにし森のマルシェ
●価格　１球７００円～
問町観光協会　☎５４－１５１５

ダリア球根直売会

●募集基数　約３０基（先着順）
●補助条件　住宅（併用住宅を含む）
　に設置する方
※詳細はお問い合わせください。
●補助対象人員および上限額
　

●受付期限（平日のみ）
　１１月３０日㈬
●条件
　令和５年２月までに完成予定の方

（家屋新築の場合は家屋完成も含む）
●申込書　町地域整備課にあります。
●その他　単独浄化槽や汲み取り便
　槽からの転換、リフォームの場合
　は加算補助の対象となります。
問町地域整備課　☎４２－６６５７

補助対象人員 補助上限額
5 人槽 352,000 円

6 ～７人槽 441,000 円
8 ～ 10 人槽 588,000 円

合併処理浄化槽の設置を
支援

ス マ ー ト フ ォ ン で 上 下 水 道 料 金 を 納 付 で き ま す

　上下水道料金はコンビニなどでの納付に加え、以下のスマートフォン決済アプリを利用できるようになりまし
た。令和４年４月１日以降発行の納付書から利用可能です。

●利用できる決済アプリ

① PayPay（請求書払い）
② LINE Pay（請求書払い）
③ PayB　　④ 支払秘書

問町地域整備課　☎４２－６６５３

●使用方法

⑴あらかじめアプリをダウンロードし、必要事項を
　登録のうえ納入通知書に印字されたコンビニ収納
　用バーコードを読み取ります。
⑵支払内容を確認し、支払ボタンを押します。
　※アプリによってはパスワードの入力が必要な場
　　合があります。
⑶支払い完了画面がでましたら終了となります。

●注意事項

◇スマホ決済の場合、領収書が発行されません。必
　要な方はコンビニ、金融機関等にて納付ください。
◇スマホ決済後、町で納付の確認が出来るまで約２
　週間程度かかります。
◇アプリ利用の通信料は利用者負担となります。
◇二重納付にご注意ください。
◇スマホ決済後の取消はできません。

●決済アプリが利用できない納付書

◇バーコードがない
◇納付期限が過ぎている
◇納付書 1 枚あたりの金額が 30 万円を超えている
◇金額が訂正されている
◇破損や汚損などでバーコードが読み取れない
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暮らしの情報
掲示板

水 道 修 理 当 番 表

期　間 業　者 電　話

4/11 ～ 17
5/3 ～ 4

㈲ 米 野 建 設 42-2392

㈱ サ イ ト ウ
電気設備工業 42-4111

4/18 ～ 24
5/5 ～ 6

㈱殖産工務所 42-3500

齋 藤 設 備 42-2480

4/25 ～ 30
5/7 ～ 8

㈱ 藤 島 建 設 42-3166

㈱ 藤 倉 設 備 42-3366

5/1 ～ 2
5/9 ～ 15

ス ガ イ 住 設 42-3987

㈱ 黒 澤 技 建 42-6351

修理当番
直通携帯

080-6008-8330

080-6008-5331

お
知
ら
せ

試
験
・
講
習

広 

告▶町報かわにしの概要
　月１回、約 5,000 部発行
▶規格　１種：4.5cm × 8.7cm
　　　　２種：4.5cm × 17.5cm
▶価格　１種： 8,000 円（税込）
　　　　２種：15,000 円（税込）
▶申込　発行日１か月前まで

【お問合せ】町総務課 広報担当　☎４２－６６９５

広  告
募集中

幸
せ
つ
な
ぐ

や
ま
が
た
結
婚
応
援
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
な
い
中
、
不
安

を
抱
え
な
が
ら
結
婚
さ
れ
る
お
２
人
に
お

祝
い
品
を
お
送
り
し
、
結
婚
を
祝
福
・
応

援
し
ま
す
。

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
す
る
説
明
会
（
要
事
前
予
約
）

●
期
日　

４
月
27
日
㈬
、
５
月
27
日
㈮
、

　
　
　
　
６
月
７
日
㈫

●
時
間　

14
時
～
15
時

●
場
所　

米
沢
税
務
署

●
対
象　

事
業
者
の
方

●
参
加
予
約

　
各
回
の
前
日
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
米
沢
税
務
署　
☎
（
２
２
）
６
３
７
５

危
険
物
取
扱
者
免
状
・
消
防
設
備
士

免
状
の
写
真
書
換
え

　
危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の
義
務

と
し
て
、
消
防
法
令
で
は
、
免
状
交
付
の

日
か
ら
10
年
以
内
ご
と
に
写
真
の
書
換
え

を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
、
写
真
の
書
換
え
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
３
（
６
３
１
）
０
７
６
１

自
生
山
菜
の
放
射
性
物
質
に

ご
注
意
を

　
自
生
山
菜
の
発
生
時
期
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
次
の
点
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
生
山
菜
は
生
育
環
境
の
違
い
に
よ
り

　
放
射
性
物
質
の
濃
度
に
ば
ら
つ
き
が
あ

　

る
た
め
、
出
荷
前
に
検
査
を
徹
底
し
、

　
安
全
性
を
確
認
し
て
か
ら
出
荷
し
て
く

　
だ
さ
い
。

②
特
に
コ
シ
ア
ブ
ラ
は
過
去
に
基
準
値
を

　
超
え
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い

　
ま
す
。
自
主
検
査
を
徹
底
し
、
安
全
性

　
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
農
地
林
務
課　

☎
（
４
２
）
６
６
４
６

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
試
験
種
類

　
甲
種
・
乙
種
（
全
類
）・
丙
種

●
第
２
回
（
６
月
18
日
㈯
）

　
会
場　
山
形
工
業
高
校

　
書
面
申
請
期
間　
４
月
25
日
～
５
月
12
日

　
電
子
申
請
期
間　
４
月
22
日
～
５
月
９
日

●
第
３
回
（
６
月
25
日
㈯
）

　
会
場　
米
沢
工
業
高
校

　
書
面
申
請
期
間　
５
月
９
日
～
19
日

　
電
子
申
請
期
間　
５
月
６
日
～
16
日

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
（
６
３
１
）
０
７
６
１

【
前
期
】
危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

●
日
時

①
乙
類
第
４
類
（
先
着
50
名
）

　
５
月
25
日
㈬
、
26
日
㈭

　
９
時
30
分
～
16
時
30
分

②
丙
種
（
先
着
20
名
）

　
５
月
25
日
㈬　
９
時
30
分
～
16
時
30
分

●
会
場　

飯
豊
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
限　
５
月
13
日
㈮

問
川
西
消
防
署　

☎
（
４
２
）
３
７
０
０

募　

集

川
西
町
ダ
リ
ヤ
会　

会
員
募
集

　
昭
和
29
年
に
誕
生
し
、
町
の
花
・
ダ
リ

ヤ
の
栽
培
管
理
法
の
研
究
や
ダ
リ
ア
普
及

拡
大
の
た
め
の
様
々
な
活
動
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ダ
リ
ア
を
愛
す
る
会
員
で
構
成
す
る
団

体
で
す
。

問
川
西
町
ダ
リ
ヤ
会　
青
木

☎
（
４
２
）
３
７
３
０

催　

し

第
66
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

　
様
々
な
感
染
対
策
を
講
じ
て
大
会
を
行

い
ま
す
。
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

米
沢
興
譲
館
高
校

吹
奏
楽
研
究
ク
ラ
ブ
定
期
演
奏
会

●
日
時　
５
月
５
日
㈭
㈷

　
　
　
　
15
時
開
場　
16
時
開
演

●
場
所　
米
沢
市
市
民
文
化
会
館

●
入
場
料

　
前
売
３
０
０
円　
当
日
５
０
０
円

※
小
学
生
以
下
無
料

問
米
沢
興
譲
館
高
校

☎
（
３
８
）
４
７
４
１

●
対
象
者

　
令
和
４
年
３
月
26
日
～
令
和
５
年
３
月

20
日
に
、
県
内
市
町
村
に
婚
姻
届
を
提
出

し
受
理
さ
れ
た
夫
婦
で
、
夫
婦
ま
た
は
夫

婦
い
ず
れ
か
一
方
の
住
所
が
県
内
に
あ
る

夫
婦

●
贈
呈
品

◇
県
か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

◇
県
産
米
（
つ
や
姫
・
雪
若
丸
・
は
え
ぬ

　
き
の
キ
ュ
ー
ブ
）

◇
県
産
品
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

●
申
込
書
の
入
手
方
法

①
令
和
４
年
３
月
26
日
～
４
月
24
日
に
婚

　
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
方

→
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド

②
令
和
４
年
４
月
25
日
～
令
和
５
年
３
月

　
20
日
に
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
方

→
町
住
民
課
で
配
付

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

問
県
し
あ
わ
せ
子
育
て
政
策
課

☎
０
２
３
（
６
３
０
）
２
６
６
８

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
大
会
期
間　
４
月
27
日
㈬
～
29
日
㈮
㈷

●
川
西
中
継
所
（
旧
町
役
場
前
）
の
通
過

　

予
定
日
時

　
４
月
29
日
㈮
㈷　
８
時
39
分
頃

●
応
援
に
関
す
る
注
意
事
項

　
大
声
を
出
し
て
の
沿
道
応
援
、
大
人
数

で
密
に
な
る
応
援
等
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

（
中
継
所
付
近
は
バ
リ
ケ
ー
ド
等
で
関
係

者
以
外
の
立
入
禁
止
区
域
を
設
け
る
予
定

で
す
）

問
町
民
総
合
体
育
館

☎
（
４
６
）
２
２
７
７

▶
川
西
町
ダ
リ
ヤ
会
は
Ｊ
Ｒ
羽
前
小
松
駅
や
町
フ
レ

　
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
周
辺
に
ダ
リ
ア
を
植
栽
し
て
、

　
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

▲前回大会の川西中継所での
　タスキリレーの様子



22 ページの内容に関する問い合わせ先　町健康子育て課　☎４２－６６４０

健　康健　康

南陽東置賜休日診療所

▶住 所：南陽市椚塚４２０－７
▶電 話：４０－３４５６
▶診 療 日：日曜日・祝祭日
▶時 間：　８：４５～１１：４５

１３：００～１６：３０
▶診療科目：主に内科、小児科

期日 担当歯科医院 電話番号
4/17 高畠歯科クリニック（高畠） 58-0814
4/24 米沢クローバー歯科クリニック（米沢） 27-7301
4/29 金子歯科医院（米沢） 23-0909
5/1 千葉歯科医院（高畠） 57-4618
5/3 加藤歯科医院（小国） 0238-62-2678
5/4 いとう歯科クリニック（南陽） 50-0418
5/5 近野歯科医院（米沢） 23-1187
5/8 えんどう歯科クリニック（長井） 0238-84-1088

歯科休日当番医

▶診療時間：９：００～１５：００
※電話でお問い合わせのうえ、受診してください。

玄米ダンベル体操のつどい
　体力 UP、ダイエット、介護予防にオススメ！
　▶日　時：５月１６日㈪　10：00 ～ 10：30
　▶場　所：町生きがい交流館
　▶内　容：ＤＶＤを見ながらマスク着用で
　　　　　　「玄米ダンベルニギニギ体操」
　▶参加料：無料
　▶持ち物：玄米ダンベル、飲み物、内ズック

適正受診を心がけましょう
　会社を退職して資格を失った保険証や、期限
切れの保険証を提示して医療機関を受診された
場合は、医療費の保険者負担分を保険者へ返還
いただくことになります。受診の際は、お持ち
の保険証が有効かどうか
ご確認のうえご使用くだ
さい。

ぐるりウォーク +10
　

今より 10 分多く体を動かして、健康づくり！
　▶日　時：５月１１日㈬　１０：００～
　▶場　所：町フレンドリープラザ
　▶内　容：館内ウォーキング
　▶参加費：無料

献　血
　400ml のみの受付となります。
　▶日　時：５月２７日㈮　13：30 ～ 15：30
　▶場　所：公立置賜総合病院　
　▶対　象：（男性）17 ～ 69 歳 
　　　　　　（女性）18 ～ 69 歳
　　※ 65 歳以上は要件有
　▶持ち物：献血カード

町
長
　
原
　
田
　
俊
　
二

「
前
へ
」
を
テ
ー
マ
に

備
は
国
の
支
援
を
生
か
し
計
画
を
進
め

ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計

画
や
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策

定
し
、
家
庭
、
事
業
者
、
町
が
協
力
し

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
長
年
議
論
を
重
ね
て
き

た
町
の
土
台
作
り
が
進
む
こ
と
か
ら
、

今
年
の
町
政
運
営
の
テ
ー
マ
を
、「
ま

ち
づ
く
り
を
前
へ
」
と
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
町
の
発
展
を

前
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
俳
優
の
渡
辺
え
り
さ
ん
（
山
形
市
出

身
）
を
ゲ
ス
ト
に
第
８
回
吉
里
吉
里
忌

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
劇
作
家
協
会
で

の
井
上
先
生
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
井
上

演
劇
の
真
髄
、
現
在
構
想
中
の
シ
ベ
リ

ア
抑
留
問
題
な
ど
、
話
題
豊
富
に
楽

し
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
約

７
０
０
名
の
参
加
者
は
戦
争
が
引
き
起

こ
す
非
人
間
的
な
行
動
を
ど
う
断
ち
切

る
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
井
上

先
生
は「
本
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
か
ら

真
実
を
読
み
取
り
、
語
り
合
い
未
来

を
創
造
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命

と
改
め
て
肝
に
銘
じ
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
た
に
「
吉
里
吉
里
忌
」
や

「
ひ
さ
し
忌
」
を
季
語
と
す
る
俳
句
を

募
集
、
句
集
も
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
中

学
生
も
投
句
し
て
く
れ
る
な
ど
参
加
者

と
一
緒
に
吉
里
吉
里
忌
を
盛
り
立
て
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
林
英
喜
新
教
育
長
や
新
採
職
員
３

名
を
迎
え
、
新
た
な
人
員
体
制
で
業
務

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
「
か
わ
に
し
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
継
続
し
て
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
旧
庁
舎
跡
地
を

利
活
用
す
る
地
域
振
興
拠
点
施
設
整
備

は
基
本
設
計
、
実
施
設
計
の
策
定
や
旧

役
場
庁
舎
、
中
央
公
民
館
の
解
体
工
事

を
進
め
ま
す
。
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
整

備
は
、
順
調
に
工
事
が
進
み
６
月
に

は
内
科
、
整
形
外
科
の
２
つ
の
診
療
所

が
開
院
、
秋
に
は
商
業
施
設
の
開
店
や

宅
地
の
分
譲
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
や

羽
前
小
松
駅
前
の
土
地
利
用
を
検
討
し

ま
す
。
置
賜
の
骨
格
と
な
る
梨
郷
道
路

や
２
８
７
号
川
西
バ
イ
パ
ス
整
備
は
来

年
度
供
用
に
向
け
予
算
が
確
保
さ
れ
ま

し
た
。
町
道
虚
空
蔵
山
西
線
も
５
年
度

の
完
成
に
向
け
着
実
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
災
害
に
負
け
な
い
河
川
等
の
整

　

■ 

新
た
に
３
名
の
隊
員
が
着
任

川西町地域おこし協力隊
　電　話：０２３８－４２－６６１３
　メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp
　Ｆ　Ｂ：右のＱＲコードから

　
こ
の
た
び
、
農
業
研
修
生
と

し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
趣
味
は
オ
ペ
ラ
や
ク
ラ
シ
ッ

ク
鑑
賞
で
す
。
ま
た
、
刺
繍
で

作
品
も
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、

い
つ
か
み
な
さ
ん
に
作
品
を
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
川
西
町
の
み
な
さ

ん
と
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 長澤　聡　さん

（米沢市出身）

　
初
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
ス

ポ
ー
ツ
活
動
支
援
員
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

江藤　修人　さん
（神奈川県横浜市出身）

　
主
に
町
民
総
合
体
育
館
に
て

ス
ポ
ー
ツ
教
室
業
務
、
施
設
管

理
の
補
助
を
し
ま
す
。
近
々
で

は
県
縦
断
駅
伝
の
補
助
に
も
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
山

菜
を
取
り
に
行
く
こ
と
が
楽
し

み
な
の
で
、
春
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー

プ
ラ
ザ
の
司
書
兼
学
芸
員
と
し

て
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
短
大
生

の
と
き
に
初
め
て
訪
れ
た
こ
の

町
で
働
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
学
生
時
代
に
得
た
知

識
を
元
に
経
験
も
重
ね
、
こ
の

町
の
魅
力
に
私
自
身
も
触
れ
な

が
ら
た
く
さ
ん
の
方
に
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
活
動
す
る
こ
と

を
目
標
に
勤
め
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 石井　里歩　さん

（新潟県新発田市出身）

町報かわにし　2223　町報かわにし 令和4年4月15日 令和4年4月15日

高齢者に関する相談は

　地域包括支援センターは、高齢者の皆様
が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、
総合的な相談支援を行う窓口で、町福祉介
護課内にあります。
　主任介護支援専門員・社会福祉士・保健
師などの専門職がチームとなり、介護・健
康・福祉・医療・虐待防止・権利擁護など様々
な分野の相談ごとについて、関係機関と連
携しながら解決に努めます。
　一人で悩まず、まずはお気軽にご相談く
ださい。
●相談内容の例
　介護保険サービスの手続き方法、認知症
が心配、一人暮らしで財産の管理が心配、
成年後見制度を利用したい　など
問町福祉介護課 地域包括支援センター
☎４２－６６３８

地域包括支援センターまで



子育て子育て

　【町立幼稚園の開放】　　5/ 9 ㈪　10：00 ～ 11：00　美郷幼稚園　☎ 42-4316
　【町立幼稚園の開放】　　5/12 ㈭　10：00 ～ 11：00　北斗幼稚園　☎ 42-4808

　【子育て支援医療証を郵送します】　　問町住民課　☎ 42-2114
　　今月の対象者は 4/2 ～ 5/1 生まれの 1 歳児～小学 6 年生、郵送は 4/22 ㈮を予定しています。

    ママパパ教室

●日時　５月１８日㈬　
　　　　１３：１５～１５：３０
●場所　町生きがい交流館
●内容
　講話「妊娠中の食事について」、
　パパの妊婦体験
●対象　妊婦さんとパートナーの方
●申込　５月１１日㈬までお電話ください。
問町健康子育て課　☎４２－６６４０

    こあらっこ広場

●日時　５月２５日㈬　
　　　　１０：００～１１：３０
●場所　町子育て支援センター
●内容　妊婦さんやお母さん同士の
　　　　交流・情報交換、身体測定、
　　　　育児相談
●対象　妊婦さん、お子さんや保護者の方
●申込　不要
問町健康子育て課　☎４２－６６４０

    離乳食教室

●日　時　５月３１日㈫　
　　　　　９：３０～１１：４０
●場　所　町農村環境改善センター
●内　容　講話「離乳食の進め方」、
　　　　　調理実習、試食、個別相談
●対　象　妊婦さん、離乳食期のお子さんの保護者の方
●持ち物　エプロン、バンダナ、手拭用タオル、内履き、
　　　　　筆記用具
●申　込　５月２４日㈫までお電話ください。
●その他　託児あり（要申込）
問町健康子育て課　☎４２－６６４０

    ルンルン子育て広場

●時間　９：３０～１１：３０
●場所　町子育て支援センター
●対象　どなたでも参加できます
●申込　不要
問町子育て支援センター　☎４４－２８２２

期日 イベント内容

４月２８日㈭ 作ってあそぼう　～こどもの日～

５月１１日㈬ ミニ講座「子どもの命を守る心肺蘇生と
ＡＥＤ」　～消防車に乗ってみよう～

    フードパントリー（食料支援）

●実施日　毎月１回、日曜日（不定期）
●場　所　町農村環境改善センター
●内　容　米、野菜、食品、飲料、日用品などを無償
　で提供
●対　象　中学生以下の子どもがいる町内のご家庭で、
　下記に該当する世帯
　◇ひとり親世帯
　◇病気や出産などで保護者が働けない世帯
　◇生活保護世帯
　◇障がいを持ったお子様がいる世帯
　◇コロナ禍で収入が減った世帯　
　◇子どもが４人以上の多子世帯
●申　込　①保護者氏名②お子様の人数と学年③電話
　番号を明記のうえ、メールでお申込みください。
　※個人情報・秘密は厳守します。
問川西町こども食堂なかよしキッチン（代表：佐藤）
　メール　sato.310@yahoo.ne.jp
　☎０９０－９７４５－０１７５

町報かわにし　2425　町報かわにし 令和4年4月15日 令和4年4月15日



町報かわにし　2627　町報かわにし 令和4年4月15日 令和4年4月15日

… ３月受付分 …

氏名 年齢（満） 大字

長澤　利雄 89 高　山

髙橋オテイ 97 上奥田

須貝　友子 90 東大塚

淀野　　進 93 高　山

伊藤くに子 88 上小松

平田　英雄 90 下小松

鈴木清三郎 90 上小松

菊地　校子 81 上小松

江口はる子 95 大　舟

和田新之助 90 洲　島

前山　初子 84 西大塚

井上　茂美 68 下小松

中村　一男 89 玉　庭

大河原昭治 83 上小松

小形　つね 85 下平柳

遠藤オテイ 88 下平柳

山田　怜子 91 朴　沢

新郎　　　　　　　新婦 大字

大槻　卓也 ♥ 吉田　　栞 上小松

氏名 性別 保護者 大字

大泉　燈
あ か り

里 女 修二郎・ 麻衣 吉　田

佐藤　明
め い か

佳 女 久明 ・ 寿佳 大　塚

栗田　惟
ゆ い と

叶 男 和希 ・ 瑛里 上小松

田制　怜
りょうま

茉 男 成三 ・千栄美 大　塚

おめでとう そして ありがとうありがとう

ようこそ赤ちゃん　４名

ご結婚おめでとう　１組

ご冥福を祈ります

編　
後

　
集　
記

　

春
は
別
れ
と
出
会
い
を
迎
え
る
季

節
。
新
し
い
環
境
を
迎
え
た
方
も
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
私

も
そ
の
１
人
で
す
。
４
月
か
ら
新
し
く

広
報
の
担
当
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い

部
署
と
な
り
毎
日
不
安
と
戦
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
に
広
報
担
当
と
し
て

町
の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
る
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て
い
た

だ
け
る
町
報
、
そ
し
て
何
よ
り
も
皆
様

に
毎
月
の
発
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
町
報
に
で
き
る
よ
う
に

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
令
和
４
年
度
の

町
報
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。《
Ｙ
》

川西町の人口

１４, ２４４人（－５７）

　男　　７，０１４　人（－２２）

　女　　７，２３０　人（－３５）

世帯数　５，０２０世帯（＋　４）

※３月末日現在の住民基本台帳人口

新入生６６名を迎えて新たな１年のスタート

　

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の

問
町
教
育
文
化
課　
☎
（
４
４
）
２
８
４
３

高
い
山
（
た
か
い
や
ま
）

で
は
、
虚
空
蔵
尊
を
祀
る
虚
空
蔵
山

に
「
運
開
き
」
と
称
し
て
参
詣
し
、

山
頂
で
直
会
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
高
い
山
は
現
在
も
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
大
字
大
舟
の
別
当
組
で
は
、

毎
年
５
月
上
旬
頃
、
舟
山
に
祀
ら
れ

て
い
る
山
の
神
の
祠
の
傍
に
旗
竿
を

立
て
、
紅
白
の
吹
き
流
し
が
掲
げ
ら

れ
る
中
祭
事
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

直
会
は
場
所
を
移
し
て
お
こ
な
わ
れ
、

隣
組
内
の
決
め
ご
と
を
す
る
場
に
も

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 ▲高い山がおこなわれる舟山（４月中旬頃、やま

　がた里の暮らし推進機構提供）

　
高
い
山
と
は
、
旧
暦
４
月
17
日
に

お
こ
な
わ
れ
て
き
た
年
中
行
事
で
す
。

隣
近
所
と
連
れ
立
っ
て
近
く
の
山
に

登
り
、
そ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
仏

を
拝
み
、
直な

お
ら
い会
を
お
こ
な
う
も
の
で

す
。
農
事
は
じ
め
に
農
作
業
の
安
全

と
五
穀
豊
穣
を
祈
る
山
の
神
の
行
事

と
し
て
、
あ
る
い
は
智
慧
を
授
け
る

仏
と
さ
れ
る
虚
空
蔵
尊
に
関
す
る
行

事
と
し
て
、
は
た
ま
た
全
く
別
の
神

仏
の
行
事
と
し
て
と
、
拝
む
対
象
や

目
的
は
そ
の
土
地
に
よ
り
様
々
で
す
。

　
町
内
各
地
区
の
年
中
行
事
に
関
す

る
資
料
を
み
る
と
、
旧
暦
４
月
17
日

あ
る
い
は
18
日
に
、
や
は
り
弁
当
や

重
箱
、
御
神
酒
な
ど
持
参
で
山
に
行

き
、
直
会
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と

が
共
通
し
て
み
ら
れ
ま
す
。
吉
島
地

区
で
は
、
山
が
な
い
と
い
い
な
が
ら

も
、
豊
作
の
神
を
山
か
ら
迎
え
る
大

切
な
行
事
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
て
、

子
ど
も
た
ち
が
黄
な
粉
の
握
り
飯
を

持
参
し
て
近
く
の
野
原
で
高
い
山
を

し
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
中
郡
地
区

＃
ハッシュタグ

置 農 置賜農業高校の生徒たちの活動を紹介します

問置賜農業高校　☎４２－２１０１

　3回目の集団接種のお知らせ

　【対象】
　　２回目の接種を終了した１２歳以上の方
　　（２回目接種から6か月以上経過した方）
　【日時】
　　４月２４日（日）午後１時３０分から
　【場所】
　　川西町フレンドリープラザ
　【予約受付】
　　４月１８日（月）午前９時から
　【予約方法】次の 3 通り
　　①電話
　　　0120-567-253（コールセンター）
　　②ウェブ
　　　右の QR コードから
　　③ＬＩＮＥ
　　　右のＱＲコードから
　　　「お友だち」に追加

問町健康子育て課　（４２）６６４０

  は  はじじめめててのバースデー
令 和 ３ 年
４ 月 誕 生

　はじめての誕生日がやってきた赤ちゃんを紹介するコーナーで
す。町が行うぐんぐん赤ちゃん健康診査に参加されたお子さんを広
報担当が撮影し、誕生月に発行する町報かわにしにお名前とともに
掲載します。

いとう たえ ちゃん こばやし すぐは ちゃん

ながさわ かのん ちゃん とみやす はるたか くん

【
お
め
で
と
う 

そ
し
て 

あ
り
が
と
う
】は
、３
月
に
掲
載
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。氏
名
は
、申
込
書
の
と
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、戸
籍
や
住
民
基
本
台
帳
の
表
記
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
人
事
異
動
で
広
報
担
当
を
離
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
４
年
に
わ
た
り
取

材
や
情
報
提
供
で
皆
様
に
は
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
突
然
で
す
が
、
広
報
担

当
の
思
い
出
ベ
ス
ト
３
を
発
表
し
ま

す
。
３
位
は
「
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
の

入
賞
」。
井
上
ひ
さ
し
特
集
で
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
対
応
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
２
位
は「
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ・ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
立
上
げ
」。
皆
様
の
生
活

に
役
立
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。
１
位

は
「
台
風
や
コ
ロ
ナ
な
ど
の
対
応
」。

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
受
け
手
を
意
識
し

た
情
報
発
信
を
心
が
け
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
町
報
を
は
じ
め
、
町
の
広
報
媒

体
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。《
悠
》

　４月９日に入学式を挙行し、新入生６６名を迎え入れ令和４年度
がスタートしました。春休みの期間は農場の各部門において春の実
習を行い、ビニールハウスのシート交換や培土の混合、野菜苗の接
木など本格的な農作業シーズンに向けての準備作業を行いました。
今年度も 5 月上旬～中旬にかけて野菜苗の販売を行う予定なので、
近くなりましたら学校のホームページに情報を掲載しますのでご覧
ください。令和 4 年度も置賜農業高校をよろしくお願いします。
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川西町
ホームページ

川西町
フェイスブック

しょこる～む

ねこ駅長しょこらの

　報道関係者向けのイベントを終え、い
ぬかわわら細工会からいただいた猫ちぐ
らの中でゆったりくつろぐ羽前小松駅の
ねこ駅長です。

川西町の広報紙「町報かわにし」が
スマートフォンやタブレットで読む
ことができるアプリです！

⇢

渡部　心
し い ま

真　さん

川西中学校３年（下平柳）

農業を楽しみながら

Dreams Come True
ぼくの夢　わたしの夢

　僕の将来の夢は、農家になることです。
　祖父と祖母が働いている姿を見て、農業に興味をもち、手伝いをするようになりました。実際に苗作
りや稲刈りをやってみると、大変でしたがやりがいも感じました。特に、苗作りは、気温に左右される
難しく繊細な作業でした。しかし、ポットから小さな芽が出ているのを見たとき、何とも言えない嬉し
さを感じました。また、学校で農家の方から話を聞く機会がありました。そのときに聞いた「農業は大
変な仕事だけど、それ以上に楽しみがある。それを見つけるのは、自分自身なんだ。」という言葉が心
に残りました。僕も、自分なりの楽しみや喜びを見つけられる農家になりたいと思いました。
　この夢を叶えるために置賜農業高校に進学し、米作りや畜産、さらに、僕たちの命を支える食につい
て幅広く学びたいです。そして、ここ川西町で、食べた人を笑顔にできるような作物を作れる農家にな
りたいです。

周 り の 人 を 笑 顔 に

川西町
ユーチューブ

川西町
ＬＩＮＥ


